
に
含
ま
れ
る
場
合
に
の
み
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と

か
ら
、例
え
１
分
で
も
割
増
時
間
帯
か
ら
外
れ
る

と
割
増
が
適
用
さ
れ
ず
、割
引
率
が
最
大
53・８
％

（
江
戸
川
区
）を
含
む
50
％
台
２
エ
リ
ア
、40
％
台

５
エ
リ
ア
、30
％
台
８
エ
リ
ア
、20
％
台
４
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、定
額
運
賃
額
は
９
０
０
０

円
超
１
割
引
の
遠
距
離
割
引
も
含
め
て
算
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、公
定
幅
運
賃
額
に
対
す
る
割

引
率
と
し
て
は
更
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

全
19
エ
リ
ア
の
最
大
割
引
率
の
単
純
平
均
は

26・４
％
（
深
夜
時
間
帯
に
一
部
非
該
当
の
場
合

37・７
％
、か
つ
、遠
距
離
割
引
を
加
味
す
る
と
40・

３
％
）で
あ
り
、20
％
超
の
割
引
の
負
担
は
大
き

く
、ま
し
て
30
％
～
50
％
超
の
割
引
と
な
る
と
合

理
的
な
割
引
と
は
言
え
ず
、見
直
し
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

・Ｕ
タ
ー
ン･

Ｉ
タ
ー
ン
し
た
先
で
定
年
に
な
る

場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

定
年
前
に
移
動
し
た
事
業
者
が
75
歳
の
定
年
を

迎
え
、引
き
続
き
同
所
で

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
を
80

歳
ま
で
営
む
た
め
の
手
続

き
に
つ
い
て
、許
可
期
限

更
新
申
請
書
に
法
人
タ
ク

シ
ー
会
社
と
の
運
行
管
理

体
制
構
築
関
連
書
面
を

加
え
た
よ
う
な
簡
便
な
方

法
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

決
議
事
項
は
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

櫻
井
会
長
か
ら
現
在
の
業
界
を
取
り
巻
く
情

勢
に
つい
て
、以
下
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、現
在
タ
ク
シ
ー

乗
務
員
数
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
と
比
較

し
た
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
充
足
率
は
、92・２
％
と

既
に
90
％
を
超
え
て
お
り
、さ
ら
に
増
加
傾
向
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、秋
ご
ろ
に
は
コ
ロ
ナ
禍
前

相
当
ま
で
回
復
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
台
当
た
り
の
営
業
収
入
へ
の
影
響
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、

引
き
続
き
ア
プ
リ

配
車
に
積
極
的
に

対
応
い
た
だ
く
こ

と
で
、ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
新
法
の
問
題
は

落
ち
着
い
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」

第
95
回
　
理
事
会
の
焦
点

羽
田
空
港
定
額
運
賃
の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
を
要
望
へ

場
　
　
所

日
個
連
会
館

開
催
日
時

１
月
23
日（
木
）  

午
後
１
時
30
分

決
議
事
項

①
「
行
政
と
の
意
見
交
換
会
」（
関
東
支
部
主

催
）に
関
す
る
意
見
・
要
望
事
項
に
関
す
る
件

②	

理
事
会
運
営
規
則
一
部
改
定
承
認
の
件

「
行
政
と
の
意
見
交
換
」に
つ
い
て

　

３
月
５
日
に
全
個
協
関
東
支
部
主
催
に
よ
る

「
行
政
と
の
意
見
交
換
」が
行
わ
れ
ま
す
。
本
協

会
か
ら
の
意
見
を
反
映
す
べ
く
要
望
案
を
検
討
い

た
し
ま
し
た
。

〈
意
見・要
望
の
主
な
内
容
〉

・事
業
許
可
の
特
例
延
長

　

75
歳
の
定
年
日
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、健
康

で
運
転
業
務
に
支
障
の
無
い
こ
と
の
医
師
の
所
見

が
あ
り
、か
つ
、無
事
故
無
違
反
の
者
は
、特
例
的

に
１
年
ご
と
に
事
業
許
可
の
延
長
を
認
め
る
こ
と

と
さ
れ
た
い
。

・羽
田
空
港
定
額
運
賃
の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し

に
つ
い
て

　

選
択
肢
と
し
て
、割
引
廃
止
、エ
リ
ア
ご
と
の
定

額
か
ら
定
率
割
引
等
の
割
引
率
の
平
準
化
（
例
え

ば
一
律
１
割
引
等
）が
考
え
ら
れ
る
。

　

羽
田
空
港
定
額
運
賃
の
対
象
エ
リ
ア
は
行
政

区
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、エ
リ
ア
の

面
積
、形
に
よ
っ
て
は
羽
田
空
港
か
ら
の
距
離
の

幅
（
長
短
）が
大
き
く
、割
引
率
が
最
大
45・１
％

（
江
戸
川
区
）を
含
む
40
％
台
２
エ
リ
ア
、30
％
台

４
エ
リ
ア
、20
％
台
８
エ
リ
ア
、10
％
台
５
エ
リ
ア
と

な
って
い
ま
す
。

　

更
に
、深
夜
早
朝
割
増
は
、距
離
制
運
賃
に
お

け
る
距
離
短
縮
方
式
と
異
な
り
、運
送
の
開
始

か
ら
終
了
ま
で
の
時
間
が
す
べ
て
割
増
時
間
帯

都内個人タクシー現況（令和7年1月1日現在） 
許可事業者数 9,081名

（特別区、武三8,726名  北多摩125名  南多摩230名）

傘下事業者数 8,648名
（特別区、武三8,299名  北多摩120名  南多摩229名）

※集計方法は運輸行政と異なります。

発行者　一般社団法人東京都個人タクシー協会　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館5階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/
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表
彰
状
の
代
理
授
与
を
受
け
る

福
眞
強
理
事
（
多
摩
個
連
）。

段
の
努
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
皆
様
の
受
賞
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、ご
家

族
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、あ
る
い
は
同
僚

の
方
々
の
温
か
い
励
ま
し
や
上
司
の
適
切
な
る

ご
指
導
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。ご
家
庭

並
び
に
職
場
の
皆
様
方
に
対
し
て
も
深
く
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。結
び
に
、本
日
こ
こ

に
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
し
て
、式
辞
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

20
年
表
彰

東
個
協
・
足
立
第
二
支
部　

阿
部 

健
治
さ
ん　

　

法
人
を
15
年
、個
人
に
な
っ
て
６
年
に
な
り

ま
す
。仕
事
中
は
、自
分
ら
し
さ
を
失
わ
な
い

よ
う
慌
て
ず
焦
ら
ず
、心
が
い
つ
も
穏
や
か
な

精
神
状
態
で
い
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

お
客
様
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、降
車
の
際
に
「
快
適
だ
っ
た
」と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
運
転
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。年
齢
を
重
ね
て
、経
験
を
積

む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
今
、改
め
て
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
過
ぎ
な
い
運
転
こ
そ
安
全
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
違
反

を
せ
ず
、精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渡
辺
会
長 

式
辞

　

タ
ク
シ
ー
運
転
者
は
公
共
交
通
機
関
の
一
翼

と
し
て
、単
に
目
的
地
ま
で
タ
ク
シ
ー
利
用
者

を
お
送
り
す
る
だ
け
で
な
く
、身
体
の
不
自
由

な
方
、荷
物
の
多
い
方
、外
国
人
の
方
の
接
客

等
に
必
要
と
さ
れ
、こ
れ
か
ら
も
タ
ク
シ
ー
利

用
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
運
転
者
で

あ
る
た
め
に
も
、運
転
技
術
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
更
な
る
向
上
が
ま
す
ま
す
必
要

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、タ
ク
シ
ー
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
社
会

的
な
重
要
性
を
認
識
さ
れ
、他
の
タ
ク
シ
ー
運

転
者
の
模
範
と
な
ら
れ
ま
す
よ
う
、今
後
も
格

 

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
　
第
48
回
優
良
運
転
者
表
彰

　

12
月
５
日
（
木
）午
後
２
時
よ
り
、ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21
東
京
に
お
い
て
、東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
第
48
回
優
良
運
転
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
の
個
人
の
受
賞
者
は
特
別
表

彰
・
30
年
・
20
年
・
10
年
・
一
般
を
合
わ
せ
て
、３
４
４
名
と
な
り
ま
し
た
。

受
賞
者
代
表
謝
辞
を
述
べ
る
田
中
映
二
さ
ん
（
荒
川
支
部
）

多
摩
個
連

平
本 

道
夫
さ
ん

　

個
人
タ
ク
シ
ー
と

な
っ
て
15
年
。念
願

の
協
会
長
表
彰
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
、

誠
に
あ
り
が
た
く
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
「
細
く
長
く
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、健
康
第
一

で
腹
八
分
目
を
心
が
け
、毎
日
の
乗
務
は
規

則
正
し
く
自
分
の
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
な
が

ら
仕
事
を
し
、無
理
な
時
間
帯
の
延
長
な
ど

を
し
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、協
会
の
標
語
で
あ
る
「
初
心

で
示
そ
う
安
全
運
転 

接
客
マ
ナ
ー
」を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
選
ば
れ
る

個
人
タ
ク
シ
ー
を
目
指
し
、
今

ま
で
通
り
日
々
安
全
運
転
で
頑

張
り
ま
す
。

個
タ
ク
事
業
者
の

模
範
と
し
て

そ
の
功
績
を
称
え
る

　

１
月
23
日
（
木
）に
開
催
さ
れ
た
第
95
回
理

事
会
に
て
「
令
和
６
年
度
東
京
都
個
人
タ
ク

シ
ー
協
会
会
長
表
彰
」が
行
わ
れ
、受
賞
代
表

者
が
櫻
井
会
長
よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
表
彰
は
、個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者

と
し
て
の
社
会
的
使
命
を
自
覚
し
、長
年
に
わ

た
っ
て
模
範
的
な
営
業
を
続
け
て
き
た
事
業
者

を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。今
年
度
は
40
名
（
東

個
協
12
名
、都
営
協
11
名
、多
摩
個
連
16
名
、全

個
人
１
名
）が
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
長
表
彰
は
毎
年

11
月
20
日
ま
で
に
表
彰
候
補
者

の
推
薦
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

受
賞
者
の

声

協会長表彰（概要）協会長表彰（概要）
【表彰候補者の推薦基準】

年齢 個人タク
経験年数

道路運送法
等無違反

無事故・
無違反

45〜73歳 ７年以上 ７年以上 ５年以上

【提出期限】11月20日	 【基準日】10月31日
【表彰式】新年理事会	 【推薦枠】100名程度

令
和
６
年
度 　

 

協
会
長
表
彰

受
賞
者
の

声

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報令和7年2月号 第592号　⑵



氏
名	

所
属
団
体	

享
年

土
橋 

眞
佐
郎	

（
東
個
協
・
大
田
第
一
支
部
）	

72

金
丸 

三
州
男	

（
東
個
協
・
品
川
第
三
支
部
）	

74

海
老
原 

和
之	

（
都
営
協
・
東
支
部
）	

72

荘
村 

明
次
郎	

（
都
営
協
・
事
業
団
支
部
）	

75

二
瓶 

秋
男	

（
都
営
協
・
事
業
団
支
部
）	

75

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

※
11
月
の
死
亡
者
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

訃
報

12
月

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）
発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

令和6年10月 9 1 3 13 
令和6年11月 3 1 1 5 

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 令和6年11月報告分

会員 団体名 氏名 年齢 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

都営協 第一事業団支部 Ｏ・A 59 R6.10.16 花椿通り（銀座乗禁地区：外堀
通りと中央通りの間）

進入禁止
無視 加重 表示灯使用停止

換金停止
※処分事案は会員団体に処分を要請し、令和6年11月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です
	 令和6年12月報告分

会員 団体名 氏名 年齢 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

東個協 北支部 B・M 60 R6.9.5 新幸橋周辺 待機禁止
無視

表示灯使用停止、精算停止 
無線営業停止、講習1日

東個協 新宿支部 S・M 59 R6.9.13 港区新橋1-4 回遊車両 加重 表示灯使用停止、精算停止 
無線営業停止、講習1日

東個協 練馬支部 K・K 69 R6.9.12 港区新橋1-11 乗禁地区
営業

表示灯使用停止、精算停止 
無線営業停止、講習1日

※処分事案は会員団体に処分を要請し、令和6年12月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

「
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
感
謝
の
日
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
抽
選
会

　

昨
年
12
月
１
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３
週
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
「
個
人
タ
ク
シ
ー
利

用
者
感
謝
の
日
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
抽
選
会
が
、１
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
12
月
３
日
“
個
人
タ
ク
シ
ー
の

日
”に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
て
い
る
「
個
人

タ
ク
シ
ー
利
用
者
感
謝
の
日
」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
。個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
で
取
り
組

ん
で
い
る
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
（
優
良
個
人

タ
ク
シ
ー
事
業
者
認
定
制
度
）の
普
及
と

広
報
を
兼
ね
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、個
人

タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
の
皆
様
に
感
謝
の
気

持
ち
を
表
す
と
と
も
に
、自
然
災
害
等
の

被
災
地
復
興
支
援
の
一
助
と
す
る
賞
品
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。期
間
中
は
、キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
の
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
告
知
を
行
い
ま
し
た
。令
和
６
年
度

の
応
募
総
数
は
２
６
２
１
通
（
令
和
５
年

度
の
応
募
総
数
は
２
０
８
１
通
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

抽
選
会
は
関
東
支
部
正

副
・
県
協
会
長
合
同
会
議

の
冒
頭
に
行
わ
れ
ま
し

た
。櫻
井
支
部
長
よ
り「
利

用
者
感
謝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
い
う
こ
と
で
、今
年
度

も
マ
ス
タ
ー
賞
、ふ
た
つ

星
賞
、ひ
と
つ
星
賞
を
出

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、個
人
タ
ク
シ
ー
の
知
名
度
が
少
し

で
も
上
が
る
よ
う
に
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。抽
選
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、代

表
と
し
て
櫻
井
支
部
長
と
冨
本
副
支
部
長

が
抽
選
を
行
い
、「
マ
ス
タ
ー
賞
」15
名
を

決
定
し
ま
し
た
。後
日
行
わ
れ
た
事
務
局

に
よ
る
抽
選
と
合
わ
せ
て
７
１
５
名
の
お

客
様
の
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
参
加
事
業
者
へ
の
副

賞
と
し
て
、「
マ
ス
タ
ー
賞
」を
当
選
さ
れ

た
方
の
ご
利
用
に
な
っ
た
個
人
事
業
者
に

も
後
日
事
務
局
に
お
け
る
確
認
の
後
、商

品
券
の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

キャンペーン抽選会場に集まった関東支部正副・県協会長

キャンペーン応募状況
東京都 他地域 合計

1,811 810 2,621

令
和
６
年
12
月
１
日
付
け
期
限
更
新

許
可
期
限
１
年
連
続
者
に
つ
い
て

安
全
第
一
、

法
令
遵
守
の
営
業
を

　

令
和
６
年
12
月
１
日
付
け
期
限
更
新
の
内
容
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
更
新
者
は
２
０
８
７
名
で
、更
新
後
の
許

可
期
限
の
内
訳
は
５
年
４
３
７
名
、３
年
６
６
３
名
、

２
年
80
名
、１
年
８
１
２
名
、定
年
を
迎
え
る
最
終
更

新
95
名
、補
正
事
項
あ
り
に
よ
る
処
分
保
留
19
名
で

し
た
。

　

ま
た
、３
５
６
名
が
道
交
法
違
反
等
に
よ
り
特
別

研
修
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
１
年
を
５
回
連
続
す
る
と
「
許
可
等
に
付
さ

れ
た
期
限
の
更
新
申
請
の
審
査
及
び
取
扱
基
準
」に

よ
り
期
限
更
新

を
認
め
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す

が
、４
回
連
続
の

３
名
、３
回
連
続

の
17
名
に
対
し

て
は
当
協
会
会

長
名
で
警
告
書

を
送
付
し
、
安

全
運
転
へ
の
注

意
喚
起
を
行
い

ま
し
た
。

　

よ
り
一
層
の

安
全
運
転
を
心

掛
け
て
く
だ
さ

い
。

期限更新者の内訳	 （人）

更新者数
更新後の許可期限（内訳）

５年 ３年 ２年 １年 定年（最終更新）

2,087 437
（20.9％）

663
（31,8％）

80
（3.8％）

812
（38.9％）

95
（4.6％）

※年齢の理由のみで３年、２年、１年となった者を含む。
※その他、要補正等による保留者19名あり。

許可期限１年連続者（特別研修対象者）	 （人）

初回 ２回連続 ３回連続 ４回連続 5回連続 合計

261 75 17 3 0 356
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団
体
を
横
断
し
て
、一
つ
の
大
き
な
規
格
に

な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

橋
本
副
会
長

　

電
子
チ
ケ
ッ
ト
は
現
在
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。ま
た
東
個
協
で
は
紙
の
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
い
た
電
子
チ

ケ
ッ
ト
の
併
用
を
考
え
て
お
り
、早
け
れ
ば

年
明
け
に
は
ス
タ
ー
ト
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト
は
日
本
全
国
の
で
ん
で

ん
虫
系
で
の
統
一
は
で
き
る
の
で
は
と
考
え

て
動
い
て
い
ま
す
。さ
ら
に
大
き
く
全
体
を

統
一
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
だ
と
思

う
の
で
す
が
、な
か
な
か
我
々
だ
け
で
開
発

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、法
人
の
中
で
も
統

一
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

◦
カ
ー
ナ
ビ
の
操
作
に
つ
い
て

原
田 

礼
子
さ
ん

【
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
利
用
者
モ
ニ
タ
ー
】

　

カ
ー
ナ
ビ
の
操
作
に
か
な
り
手
間
取
る
高

齢
の
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
が
多
い
。こ
ち
ら
が

知
っ
て
い
る
場
所
だ
と
案
内
は
で
き
る
が
、普

段
車
に
乗
っ
て
な
い
た
め
一
方
通
行
等
が
分

か
ら
ず
不
十
分
な
案
内
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

や
は
り
カ
ー
ナ
ビ
は
す
ぐ
に
操
作
で
き
る
よ

う
、研
修
な
ど
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

橋
本
副
会
長

　

個
人
タ
ク
シ
ー
は
、
ど
う
し
て
も
車
種
、

カ
ー
ナ
ビ
の
機
種
が
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
た

め
、な
か
な
か
一
括
の
指
導
が
で
き
ま
せ
ん

が
、Ｇ
Ｏ
な
ど
の
配
車
機
能
の
つ
い
た
も
の

に
関
し
ま
し
て
は
、同
じ
地
図
で
す
の
で
、そ

ち
ら
の
使
い
方
の
指
導
は
行
っ
て
お
り
ま
す

し
、今
後
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◦
繁
忙
時
間
帯
に
つ
か
ま
ら
な
い

西
村 

優
太
さ
ん

【
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
利
用
者
モ
ニ
タ
ー
】

　

夕
方
に
タ
ク
シ
ー
が
つ
か
ま
ら
ず
、走
っ
て

い
る
個
人
タ
ク
シ
ー
を
見
る
と
回
送
に
な
っ

て
い
た
。朝
と
か
夕
方
な
ど
の
時
間
帯
に
は

で
き
る
だ
け
乗
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

櫻
井
会
長

　

夜
の
仕
事
を
す
る
事
業
者
で
す
と
、夕
方

出
発
し
て
、ま
ず
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
し
て
洗

車
を
す
る
た
め
に
、回
送
で
走
っ
て
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
向
か
い
ま
す
。そ
の
時
の
回

送
を
見
ら
れ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
乗

り
た
い
お
客
様
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

◦
安
全
の
啓
蒙
に
つ
い
て

四
枝 

純
一
さ
ん

【
Ａ
Ｎ
Ａ
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
（
株
）】

　

個
人
タ
ク
シ
ー
と
し
て
安
全
を
啓
蒙
す
る

よ
う
な
講
習
は
あ
る
の
か
。例
え
ば
大
き
な

事
故
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
の
注
意
喚
起
も
含

め
た
講
習
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

冨
本
副
会
長

　

安
全
の
啓
蒙
の
た
め
の
講
習
と
し
て
、健
康

起
因
や
社
会
性
の
強
い
問
題
に
関
す
る
講
習

 

意 

見 

交 

換

◦
忘
れ
物
を
す
ぐ
に
探
し
た
い

高
下 

謹
壱
さ
ん
【
高
下
謹
壱
法
律
事
務
所
】

　

以
前
法
人
の
タ
ク
シ
ー
で
忘
れ
物
を
し
た

と
こ
ろ
、19
時
以
降
は
受
付
を
し
て
お
ら
ず
、

大
変
な
思
い
を
し
た
。個
人
タ
ク
シ
ー
は
24

時
間
探
す
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

水
野
副
会
長

　

領
収
書
に
昼
間
と
夜
間
の
連
絡
先
、最
低
で

も
２
つ
電
話
番
号
を
書
い
て
あ
る
は
ず
で
す
。

そ
の
時
間
帯
に
応
じ
た
連
絡
先
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。夜
間
は
自
動
音
声
に
て
承
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、通
じ
な
い
と
い
う
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

◦
チ
ケ
ッ
ト
の
電
子
化
に
つ
い
て

近
藤 

亜
紀
子
さ
ん
【(

株)

文
藝
春
秋
】

　

社
内
で
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
電
子
化
し

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
結
構
あ
が
っ
て
い

る
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
を
使
っ
た
電
子
化
の

予
定
や
計
画
は
あ
る
の
か
。

村
田 

誠
一
さ
ん

【
ト
ラ
ン
ス
・
コ
ス
モ
ス
（
株
）】

　

チ
ケ
ッ
ト
を
電
子
化
す
る
際
に
、業
界
や

第 31回
個人タクシー利用者

懇談会

利
用
者
利
便
の
向
上
と

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
カ
ギ

　

11
月
20
日
（
水
）午
後
２
時
よ
り
、日
個
連
会
館
に
お
い
て
「
第
31
回
個
人
タ
ク

シ
ー
利
用
者
懇
談
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。櫻
井
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、大
森
専

務
理
事
か
ら
個
人
タ
ク
シ
ー
業
界
の
現
況
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、13
名
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
と
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

は
毎
年
１
回
行
っ
て
い
ま
す
。他
に
も
脳
ド
ッ

ク
等
の
健
診
を
促
進
し
て
い
ま
す
。安
全
の

重
要
性
に
つ
い
て
十
分
認
識
し
て
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◦
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
を

　

し
て
ほ
し
い

大
西 

秀
紀
さ
ん

【
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
（
株
）】

　

企
業
様
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
タ
ク

シ
ー
配
車
を
行
っ
て
い
る
が
、今
後
、新
規
企

業
に
展
開
す
る
に
あ
た
り
、個
人
タ
ク
シ
ー
に

対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
層
が
い
る
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
の
何
か
取

り
組
み
が
あ
れ
ば
、教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

橋
本
副
会
長

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。具
体

的
な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
部
分
を
遠
慮
な

く
我
々
に
ぶ
つ
け
て
い
た
だ
い
て
、ど
う
い
っ

た
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
の
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
そ
う

い
っ
た
声
を
ど
ん
ど
ん
投
げ
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
ご
意
見
・
ご
要
望
〉

○
最
近
は
中
学
受
験
の
た
め
の
塾
の
送
迎

な
ど
に
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
は
。新
た

な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
検
討
し
て
み
て
ほ
し

い
。

〇
法
人
の
ジ
ャ
パ
ン
タ
ク
シ
ー
に
は
ス
マ
ホ

の
充
電
器
が
つ
い
て
い
る
の
で
、充
電
し

た
い
と
き
は
法
人
を
選
ん
で
い
る
。個
人

タ
ク
シ
ー
で
も
充
電
器
を
奨
励
し
て
は
ど

う
か
。
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